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 2014.7 近接目視による定期点検が義務付けられる
 検査路設置が進んだ
 横河ブリッジ・住軽日軽エンジニアリング共同開発商品
「KERO」を市場に投入

１．cusa開発の背景
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１-１交差部の点検・補修
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時間が掛かる管理者間の
協議

無駄な規制費用
足場設置のための時間と
費用

➡点検のために膨大な時間
と費用が掛かる



２．アルミ合金製常設足場「cusa」開発

検査路
「KERO」
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常設足場
「cusa」

ニーズの変化に対応するために、新たに常設足場「cusa」を開発
※常設足場とはその都度組立解体する仮設ではなく恒久的に設置する足場
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２-１ cusa（常設足場）の構造
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主桁の下フランジに載
せて固定

アルミパネル（中空断面）

cusa

主桁主桁

床版



２-２ cusa（常設足場）の設置タイプ

※設置イメージ※設置イメージ
6

cusa

cusa cusa
主桁→

床版

桁間取り付けタイプ
（桁下空間がない）

吊下げタイプ



 常時近接目視点検が可能
• 道路管理者の協議コストが大幅に削減
• 交通規制や交差道路上などに点検用足場設置が不要 →確実な維持管理

 パネル上面がフラット
• 足場の設置が可能 →補修作業可能

 橋梁上部工への塩分等腐食因子を遮断
• 塗装塗替えが不要 →LCC低減

２-３ cusa（常設足場）の特長１
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３．cusa施工事例 瀬戸中央自動車道（本四高速）発注者:JR四国
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cusa

道路階

鉄道階



３-１ cusa施工事例 瀬戸中央自動車道（本四高速）発注者:JR四国

9

cusa

移動式落下防護設備

cusa

移動式落下防護を設置し、
列車を運行させながら、
人力による昼間施工を実現
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cusa
３-２ cusa施工事例 瀬戸中央自動車道（本四高速）発注者:JR四国
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cusa
３-３ cusa施工事例 瀬戸中央自動車道（本四高速）発注者:JR四国
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cusa
３-４ cusa（常設足場）開閉式側面部パネル

全てを
点検する
ために
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４．その他のアルミ合金製品



５.アルミ開発製品の売上推移
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見通し

予想
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百万円 共同開発製品売上高推移



15

アルミ合金製常設足場

cusa

株式会社 横河ブリッジ
営業本部 製品営業部


